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程を in situ grazing incidence small angle X-ray scattering (GISAXS)によって調べた。 













試料を直径 0.4mmφのキャピラリーに詰め、SPring-8 の BL02B2 ビームラインで粉末
回折データを測定した。回折線のうち低角から 19 本を利用することで、C2/c 空間群をもつ
monoclinic の結晶系であることが分かった。遺伝的アルゴリズムによる構造決定で初期構
造を決定した。最終的に Rietveld 解析で d>0.94Å の分解能で構造を決定することに成功し
た。（図 1）結晶構造を調べたところ、分子内に mirror が存在し、対称性の高い配列を持つ
ことも分かった。（図 2） 
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図 1 Rietveld 解析の結果 
図2 結晶構造模式図 















SPring-8 にて d>0.2Å の知りうる限り世界最高分解能の粉末 X 線回折データを LaB6 と 
BaB6について同一条件で測定した。d>0.25Å を超えた領域では、一般の構造解析に利用され
る原子散乱因子の近似が破綻し通常のソフトウェアを利用しての解析ができない。本研究









の差分により、単位格子 100電子中 1電子の空間分布を検出できることを示した。 
【 ４ 】SPring-8パートナーユーザー活動 





【 ５ 】海外教育研究ユニット招致 
デンマーク・オーフス大学材料結晶学センター（Center for Materials Crystallography: 
CMC）のセンター長 Bo Iversen 教授を筑波大学海外教育研究ユニット招致の PIとして承
知し、研究を開始した。CMCには、笠井秀隆助教が国際テニュアトラック教員として派遣さ
れている。また、本年度 5 月には Venkatesha Rama Hathwar 助教が着任した。SPring-8 を
利用した研究で成果が上がり始めている。また複数の共同研究を新規に開始した。また、
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